【外食産業】


職種：営業・店舗管理　　職務：エリア店舗管理

【概要】

　エリア店舗管理とは、売上・収益向上から店舗運営・オペレーションの円滑化まで担当エリア内の店舗を支援する職務をいう。

【仕事の内容】

担当エリア内の店舗を統括する。日常は店舗を巡回しながら個別の問題点・課題を指摘した上で、運営・オペレーションを具体的に指導する。

また、担当エリア内に競合店が存在すれば、既存・新規を問わず、競合店をターゲットとした対策を立案・実施させ、担当エリア内で他店と比較して業績不振の店舗に対して、問題点の発見、解決を含めて対策を立案し指導・実施する。

【求められる経験・能力】

（1） 外食産業のうち本社業務に入職を希望する場合においても、通常店舗業務・店長業務を経験した後に、本社業務に異動することが多く、特別な公的資格は必要とされない場合が多い。経歴採用の際は、当該業務における実務知識と専門知識が問われる。

（2） 複数の店舗を経営する場合においては、運営･オペレーションなどサービスのバラツキが生じやすい。原因を追求し問題解決を図るためには、具体的な指導を行う必要があり、店舗業務に精通していることや、店長・店舗従業員と情報を共有化するために協調性やコミュニケーション力などの対人関係のスキルも重要となる。

（3） また、サービス以外にも、同一エリア内の競合店の存在などにより、店舗間に売上･収益などの経営的なバラツキが生じる場合がある。このような場合は、撤退を含めた高度な経営判断を下すための情報収集能力が求められる。

【関連する資格・検定等】

· 特になし

【労働省職業分類（小分類）との対応】

　２５２　企画・調査事務員

２８１　営業・販売事務員
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